
●日時 ９月15日㈬午後３時～午後４時 ●場所 江差保健所 相談室
●申し込み　前週木曜日　午前中まで　●お問い合わせ　江差保健所　☎５２－１０５３
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（COPD）
ってご存じですか？

保健師　成田　妃佐美です

　先月号では、禁煙のお話でしたが、今月もたばこに関するお話をしようと思います。
　みなさん、慢性閉塞性肺疾患（COPD）という言葉を聞いたことがありますか？
　この病気は といわれており、 です。
　たばこなどの刺激で肺の中に炎症が起こり、呼吸がしにくくなり、将来的には食事をしたり、トイレに
行ったりといった です。

そのための治療法はいろ
いろありますが、

　喫煙開始の年齢が若いほど、また１日
の喫煙本数が多いほどCOPDになりやす
く、進行しやすいといわれています。ま
た、COPDは20年以上喫煙をすることで
発症しやすくなるため、20年後の自分の
姿を見据えて、今から禁煙に取り組んで
みてはいかがでしょうか。
　先月もお伝えしておりますが、町内の
喫煙者の半数は「実はタバコをやめたい」
と思っているというアンケート結果が出
ています。
　20年後の自分を想像し、今から禁煙す

ることは容易ではありませんが現在、ちょっとしたことで息切れを感じる方はCOPDの可能性が高いので
真剣に考えてみてください。

　色々な治療をすべて行っても、改善しないときには酸素療法となります。
　自宅に酸素の機械を設置し、

　どこに行くにも、何をするときも常にチューブと酸素の機械がついてくる
のです。とてもわずらわしいですよね。
　また、経済的にも負担がのしかかってきます。
　在宅酸素療法を開始すると医療保険の種類にもよりますが、自己負担が
１割の方でも となります。それに

となります。

自分で予防できる病気ですので、ちょこっと、考えてみてください。自分で予防できる病気ですので、ちょこっと、考えてみてください。
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